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１．研究計画の概要
乗法群のべき乗写像の代わりに、可換代数

群とその間の同種写像をとって得られる新
しいタイプのクンマー理論についての研究
である。基礎理論の確立とその数論的な問題
への応用を目標にしている。

２．研究の進捗状況
（１）最初の研究目標である、代数群のク

ンマー理論の基礎理論の部分に関しては、ほ
ぼ満足のいく形での理論形成が終了し、学術
論文にまとめ Journal of Number Theory
に発表した。この論文では乗法群の Weil 制
限に対するクンマー理論が証明され、それが
成立するような体の具体例をあたえている。
この具体例の計算は計算機代数ソフト
Magma を使って得られたものである。さら
に、基礎体の拡大との協調性に関する理論的
な考察も行い結果を得ている。このことによ
って古典的なクンマー理論との関係が明ら
かにされ、クンマー生成元を求める方法がわ
かり、いろいろな応用につながるものと期待
される。
この部分での今後の課題と考えられるの

は、この理論がなりたつ限界を明らかにし、
適用可能な場合の具体的に例を系統的に発
見するための方法論の開発である。
（２）また（１）で得られた理論の応用の

部分でも研究は進んでいる。これまでに得ら
れた成果としては、既存の生成多項式の同型
類を決める問題がある。特に有名な Brumer
の多項式族についての結果が著しいと考え
られる。さらに、クンマー理論をガロア群の
作用で分解することによって、古典的な巡回
拡大の理論の構成を積み上げて、メタ巡回拡

大とよばれるクラスの拡大体の構成にも本
理論が適用可能であることを示した。その具
体例として、小さな次数の３次の対称群をガ
ロア群にもち、与えられた二次体を分解体の
部分体として含むような多項式を計算した。
５次の二面体群の場合に計算を現在継続中
である。また類体論を使ってこのガロア作用
をイデアル類群に持ち込む研究も行ってい
る。

３．現在までの達成度
② おおむね順調に進展している。

(理由) 当初の研究計画にあげたもののうち、
基礎理論の確立の部分に関しては、ほぼ予定
通りであって、一方の応用の分野では、研究
計画にあげたいくつかの課題で取り組みの
遅れがあるものの、一方では鏡映定理への応
用など予想外に進展しそうな状況にあるも
のもあって、全体としては研究は順調に進ん
でいるといえる。

４．今後の研究の推進方策
来年度は本研究の最終年度であるので、理

論の数論的応用の側面を中心に研究を進め
たい。また計算機を使った大規模な具体例計
算にもとりくむ予定である。また、これまで
得られた成果を研究集会などで発表する機
会も設けたいと考えている。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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